
まちの
人口

平成28年８月１日現在   人口 120,454人   男 58,913人   女 61,541人   世帯数 44,912世帯

平成28年７月中の異動   転入 242人   転出 214人   出生 76人   死亡 82人   婚姻 52件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流
センターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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撮影場所：余呉湖観光館

一般財団法人　湖北水源の郷づくり

白石　香織さん（余呉町今市）

りょうちゃん、さあちゃんだいすき♡

　　 これからも元気いっぱいの

　　　　　２人でいてね♡

父ちゃんと母ちゃんのところに

産まれてきてくれてありがとう!!

２人の笑顔が大大だーいすきだよ!!
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白石 香白石 香香織織織ささん（余呉町今市）んん（余（余余呉呉町今町今今市）市）

挑戦が生んだ 温かい出会い

　音楽を鳴らして集落内を一回りする
と、“カエル号”の周りには地域の人々の
笑顔が集まります。
　余呉の集落を巡る移動販売車すいげ
んのさとカエル号を運転する白石さん
は、高知からの移住者。旅行で初めて訪
れた滋賀の印象は「平地が多くて道がま
っすぐ。言い表せない魅力があるところ」
だったそう。湖東のとあるショップに入
って立ち話をしながらふと、滋賀に住ん
でみたいと話すと、店内に居合わせたお
客さんが「こんな仕事あるよ」と紹介し
てくれたのが“カエル号の乗務員”。当
時、湖北水源の郷づくりで勤務していた
そのお客さんの話を聞くうちに、滋賀で
の暮らしに思いを馳せ、すっかりその気
に。「やりたいことをやらずに後悔する

より、やって失敗したほうが得るものが
ある」と、なんと１か月という短期間の
間に仕事を退職し、荷物をまとめて余呉
に移り住みました。
　異なる生活文化や環境、そして知人も
いないところで住むのは大変ですが、
「困っていることを口に出せば、手を差
し伸べてくれるのがこの地域の優しさ」
と、持ち前の人懐っこさで程なく余呉で
の暮らしに慣れた白石さん。野菜を売り
に行った先で、地域の人からきゅうりを
もらって帰ることも。カエル号に乗る回
数が少なくなった今でも、「元気にして
るか」、「シソの苗いらんか」などと孫の
ように気にかけてもらえるのが嬉しい
といいます。
　目下、白石さんが余呉小学校と計画し

ているのが、カエル号を使った小学生の
買物体験。近所の商店が少なくなったい
ま、子どもたちが自分でお小遣いを持っ
て買物に行き、金額とにらめっこしなが
ら悩むという経験がしにくくなってい
るのではないかといいます。「自分がほ
しいもの、家族のためのものを一つずつ
選んでもらおうと考えています。ほしい
ものが高くて買えないという経験もし
てほしい」。カエル号を身近に感じても
らうだけでなく、地域や子どもたちにで
きる貢献をいつも考えています。
　「余呉の子どもたちから、『いつかカエ
ル号に乗りたい』という言葉が聞けれ
ば」と、夢を語る白石さん。地域に溶
け込み、人々と支えあいながら、今日
もカエル号で笑顔を運びます。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。
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